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はじめに
近年、重症熱性血小板減少症候群 (SFTS) をはじめとす
るマダニ媒介感染症の発生が増加傾向にあることから、
農林業など山野での作業従事者に対するマダニ刺症への
警戒意識が高まっている (夏秋 2019, 岡部ら 2019)。人体
刺咬例の多い種には、フタトゲチマダニ (Haemaphysalis 
longicornis)、 タ カ サ ゴ キ ラ ラ マ ダ ニ (Amblyomma 
testudinarium)、ヤマトマダニ (Ixodes ovatus) などが挙げ
られている (高田 1990)。感染症を媒介するマダニは主に
野生動物を宿主として利用しており、吸血中に宿主が移
動することで分散するとされている（McCoy et al. 2013, 
Esser et al. 2016）。野生動物が主な宿主のため、非専門家
にはマダニは森林などにしか分布しないと思われている
可能性がある。しかし、野外作業、レジャーなどの際に
マダニが付着した人が人の生活圏に戻ること、および人
の生活圏にマダニが付着した野生動物が侵入するという
2つの要因によって、人の生活圏においてもマダニが分
布する可能性がある。
　都市環境のような人の生活圏に侵入する野生動物
は、近年、アーバンワイルドライフと呼ばれ、問題と
なっている (Gehrt et al. 2010, Honda et al. 2018)。アライグ
マ (Procyon lotor) やハクビシン (Paguma larvata) といっ
た外来種は農作物被害や家屋侵入が多く報告されるほか、
タヌキ (Nyctereutes procyonoides) や、ネコ (Felis silvestris 
catus) のロードキルも多くの地域でみられ、人の生活環
境をよく利用すると考えられる (Ghert et al. 2010, 神宮ら 
2019)。こうしたアーバンワイルドライフは河畔林、里山、

丘陵地帯における森林と住宅街や農耕地などの環境を往
来していることが想定される (Bradley and Altizer 2007, 
Gehrt et al. 2010, Borşan et al. 2020, Doi et al. 2021)。Doi et 
al. (2021) は関東地方西部において、宿主となる動物が分
布し、一定以上の間隔で連続する森林環境が存在すれば、
住宅地内に孤立して存在する雑木林や公園であっても複
数種のマダニが分布しうることを示した。この研究は、
アーバンワイルドライフが人の生活圏に存在する雑木林
や公園にマダニを運びうることを示唆したものである。
森林総合研究所 (以下、本所とする ) は、つくば市松の
里に位置し、本所の所在するつくば市南東部ではノウサ
ギ (Lepus brachyurus)、ニホンアナグマ (Meles anakuma)、
イタチ (Mustera ittasti)、タヌキ、ハクビシン、アライグマ、
キツネ (Vulpes vulpes) の生息が確認されている（神宮ら 
2019）。一方、イノシシ (Sus scrofa) 、ニホンジカ (Cervus 
nippon)、ニホンカモシカ (Capricornis crispus)、ツキノワ
グマ (Ursus thibetanus) といった大型哺乳類は茨城県内に
分布域はあるものの、本所周辺では分布していない (竹
内ら 2015, 神宮ら 2019, 環境省 2020)。
本所構内には中型及び小型哺乳類、鳥類、爬虫類が生
息することが確認されているほか、研究所職員は高頻度
に野外での調査研究活動を行っている。野生動物によっ
て自然分布するマダニと、一部のマダニは野外調査を実
施した人間によって偶発的に運び込まれる機会があると
考えられる。そこで、2022年 5月から 6月にかけて森林
総合研究所内で実施したマダニ採取調査について報告す
る。
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要 旨
2022年 5月および 6月に、つくば市の森林総合研究所構内で旗振り法によるマダニ採取を行ったところ、
キチマダニ、フタトゲチマダニ、アカコッコマダニ、タカサゴキララマダニが採取された。地域内の野生
動物宿主相がシカやイノシシなどの大型動物を欠くことから、小・中型野生動物や野鳥をよく利用するキ
チマダニ、フタトゲチマダニ、アカコッコマダニは所内外を出入りする野生鳥獣によって運ばれていると
考えられる。しかし、タカサゴキララマダニはイノシシが生息する地域によく分布する。さらに、本種の
幼若期は人体刺症例が多い。これらのことからタカサゴキララマダニが構内に侵入した経路として、構内
に出入りする小・中型野生動物によって持ち込まれた可能性とともに、イノシシの生息地で作業した人の
衣類や機材に紛れて侵入した可能性を考慮しなければならない。
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方 法
調査地は茨城県つくば市松の里に位置する森林総合研
究所である。総面積約 33 haのうち 6 ha以上が樹木園で
あるほか、苗畑や草地が多くを占めている (菊池ら 1994, 
Photo 1)。フランネル生地の旗 (70 × 100 cm) を用いた旗
振り法を 2022年 5月 24日、30日、6月 6日に所内 10地
点で実施した (Photo 1)。旗振り法は各地点で概ね 15分間
行い、採取したマダニは 99.5％エタノールに浸漬し種同
定まで保存した。実体顕微鏡 (Nikon, SMZ-180, 東京都 ) 
下で、藤田・高田 (2007)、Yamaguti et al. (1971) に従って
形態学的特徴から種を同定した。さらに、3段階あるマ
ダニの発育期（幼ダニ、若ダニ、成ダニ）をそれぞれ記
録した。

結 果
本調査ではキチマダニ (H. flava)、フタトゲチマダニ、
アカコッコマダニ (I. turdus)、タカサゴキララマダニの 3
属 4種 40体を採取した。採取数はキチマダニが最も多く 
(成ダニ = 1，若ダニ = 17，幼ダニ = 2)、次いでフタトゲ
チマダニ (若ダニ = 14，幼ダニ = 1)、アカコッコマダニ (幼
ダニ = 4)、タカサゴキララマダニ (若ダニ = 1) であった 
(Table 1)。

考 察
今回最も多く採取されたキチマダニは、げっ歯類を除

く多くの哺乳類、地上性鳥類などへの刺咬例が多く知ら
れている (Fujimoto et al. 1986, 高田 2017, Doi et al. 2018)。
フタトゲチマダニは成ダニにおいてはイノシシやニホン
ジカなどとの宿主寄生体関係が知られているが、特に幼
若ダニの宿主特異性は強くなくタヌキやアライグマ等の
中型哺乳類、人、ウシ (Bos taurus) など多様な動物を吸血
することが報告されている (角田 2012, 高田 2017, Doi et 
al. 2020)。アカコッコマダニはツグミ類など地上生鳥類を
中心に寄生することが知られている (山内 2001)。これら
の特徴から、3種については本所へ出入りする野生鳥獣
によって運ばれた可能性が高いと考えられる。
本調査で特筆すべき種は若ダニ 1個体のみが採取され
たタカサゴキララマダニである (Photo 2A, B)。幼若ダニ
は人体刺咬例が多い種であるとされているが、本種はイ

Photo 1. 森林総合研究所内マダニ採取地点

Photo 2.  本調査で採取されたタカサゴキララマダニの若ダ
ニ (A：背面 , B：腹面 ) (左下のバーは 1 mm)
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ノシシとの関連が特に成ダニにおいて報告されており、
重要な分布の要因であることが報告されている (Yamaguti 
et al. 1971, 山口・北岡 1980, Doi et al. 2021)。タヌキやア
ライグマなどから採取された例もあるが、多くはイノシ
シの分布域である (Iwakami et al. 2014, 高田 2017)。した
がって、イノシシが分布しない本所内におけるタカサゴ
キララマダニの存在は、近傍のイノシシの生息地から移
動してきた何らかの動物によって持ち込まれた可能性と、
野外作業に従事する所員によって持ち帰られた可能性が
考えられる。本所に成ダニが好むとされるイノシシの分
布がないこと、国内に生息するマダニ類はクリイロコイ
タマダニ (Rhipicepharus sanguineus) を除いて屋内環境で
長時間生存できる種は生息していないことを鑑みれば、
タカサゴキララマダニが繁殖して定着する可能性は現時
点では低いと考えられる (竹内ら 2015, 神宮ら 2019, 環境
省 2020)。
いずれにしても、本調査で所内に複数種のマダニが生
息しており、人体刺咬例が報告される数種類のマダニが
生息することが分かった。感染症予防の観点から、野外
作業によるマダニ刺咬への注意は無論のこと、衣服や研
究機材、サンプルに混じってマダニを持ち込むことがな
いように注意を払う必要があることを述べておきたい。
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Abstract

The flagging method was conducted for tick survey in the Forestry and Forest Products Research Institute 
(FFPRI) in Tsukuba, Japan in May and June of 2022. Haemaphysalis flava, H. longicornis, Ixodes turdus, and 
Amblyomma testudinarium were collected. The wildlife host fauna in the area lacks large-sized animals such as sika 
deer and wild boar. Haemaphysalis flava, H. longicornis, and I. turdus may have been carried by infesting small 
and medium-sized wildlife and wild birds. However, A. testudinarium is commonly distributed in areas distributed 
by wild boars. Furthermore, cases of tick-bite in human are frequently caused by A. testudinarium. The staff who 
moved back from the fieldwork and the small and medium-sized wildlife which frequently visit the FFPRI from the 
wild boar distributed areas are necessary to be considered as the possible cause of A. testudinarium introduction.

Key words :  tick, Amblyomma testudinarium, tick-borne diseases, urban wildlife, fieldworker
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